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日本百街道紀行
街
道
と
ま
ち
づ
く
り

秋
葉
街
道

第
6
回

は
じ
め
に

　

か
つ
て
浜
松
は
東
海
道
の
宿
場
町
と

し
て
、
ま
た
、
徳
川
家
康
公
が
29
歳
か

ら
17
年
間
苦
節
の
時
代
を
過
ご
し
た
浜

松
城
の
城
下
町
と
し
て
栄
え
た
。

　

平
成
24
年
、
浜
松
市
は
市
制
施
行

１
０
０
周
年
と
い
う
大
き
な
節
目
を

迎
え
た
。
こ
れ
を
記
念
し
、「
街
道
が

つ
な
ぐ
歴
史
・
絆
・
未
来
」
を
テ
ー
マ

と
し
た
全
国
街
道
交
流
会
議
第
８
回

全
国
大
会
「
浜
松
大
会
」
が
開
催
さ
れ

た
。
東
西
軸
を
成
す
新
東
名
高
速
道
路

や
新
た
な
南
北
軸
と
し
て
期
待
さ
れ

る
三
遠
南
信
自
動
車
道
の
整
備
が
今

ま
さ
に
進
ん
で
い
る
。
新
た
な
交
通
結

節
点
と
な
る
浜
松
市
に
と
っ
て
、
古
来

よ
り
街
道
が
は
ぐ
く
ん
で
き
た
歴
史

か
ら
学
び
、
地
域
と
地
域
、
人
と
人
と

の
絆
か
ら
未
来
の
発
展
を
描
く
こ
と

は
、
新
た
な
１
０
０
年
の
創
造
に
向
け

た
重
要
な
試
み
で
あ
る
。
人
と
人
の
交

流
の
中
心
を
担
っ
て
き
た
街
道
、
視
点

を
変
え
て
観
光
資
源
と
し
て
活
用
し
、

街
道
を
軸
に
観
光
資
源
を
結
び
付
け
、

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
し
て
い
く
こ
と
で

地
域
経
済
の
発
展
へ
と
つ
な
げ
て
い

く
「
街
道
観
光
」
が
当
会
議
で
提
唱
さ

れ
た
。

秋
葉
街
道
の
成
り
立
ち

　

か
つ
て「
塩
の
道
」と
呼
ば
れ
、
太
平

洋
と
日
本
海
を
結
ぶ
物
流
の
道
で
も

あ
っ
た
秋
葉
街
道
は
、
東
海
道
か
ら
千

国
街
道
、
三
州
街
道
を
結
ん
で
い
る
。

明
治
初
期
の
国
土
地
理
院
の
地
図
で
は

国
道
並
み
の
主
要
幹
線
道
路
と
し
て
示

さ
れ
、
人
々
の
往
来
が
多
か
っ
た
こ
と

を
物
語
っ
て
い
る
。

　

縄
文
時
代
に
は
塩
や
黒
曜
石
な
ど
、

生
活
に
欠
か
せ
な
い
物
資
が
運
ば
れ
た

道
で
あ
り
、
戦
国
時
代
に
は
天
下
統
一

を
夢
見
る
武
将
た
ち
が
辿
っ
た
戦
国
の

道
で
も
あ
る
。
江
戸
時
代
に
は
火
防
の

神
と
し
て
広
く
信
仰
を
集
め
た
秋
葉
山

に
通
じ
る
参
詣
道
で
も
あ
っ
た
。

　

江
戸
時
代
は
江
戸
を
は
じ
め
と
す

る
人
口
集
中
地
区
が
再
三
大
火
に
見

舞
わ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
日
本
各
地

か
ら
参
拝
す
る
人
々
の
思
い
が
石
仏
、

常
夜
灯
と
し
て
寄
進
さ
れ
、
夜
に
は

か
が
り
火
が
焚
か
れ
旅
人
の
道
標
と

な
っ
た
。

新
た
な
交
流
の
創
造

浜は
ま
ま
つ松

市
長　
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も友
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こ
う
し
て
秋
葉
街
道
は
、
物
流
と
と

も
に
先
人
た
ち
の
往
来
を
通
じ
た
交
流

に
よ
り
歴
史
と
文
化
が
醸
成
さ
れ
発
展

し
た
。

再
び
の
秋
葉
街
道
へ

　

秋
葉
街
道
に
は
、
魅
力
あ
ふ
れ
る
資

源
が
現
在
で
も
数
多
く
残
さ
れ
て
い
る

も
の
の
、
全
国
の
中
山
間
地
域
同
様
、

担
い
手
不
足
に
な
っ
て
い
る
。

　

本
市
で
は
、
中
山
間
地
域
の
活
気
を

取
り
戻
す
べ
く
、
そ
の
一
環
と
し
て
街

道
を
新
た
な
観
光
資
源
と
し
て
取
り

入
れ
よ
う
と
取
り
組
ん
で
い
る
。
平
成

24
年
度
に
浜
松
市
観
光
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
と
し
て
街
道
観
光
の
第
一
人
者

で
あ
る
須
田 

寛
氏（
東
海
旅
客
鉄
道
㈱

相
談
役
）
を
迎
え
る
と
と
も
に
、
街
道

観
光
を
活
用
し
た
地
域
づ
く
り
セ
ミ

ナ
ー
の
開
催
、
秋
葉
街
道
を
活
用
し
た

観
光
ツ
ア
ー
の
造
成
な
ど
、
街
道
を
軸

に
魅
力
あ
ふ
れ
る
資
源
を
地
域
と
地

域
、
人
と
人
と
の
絆
に
よ
り
結
び
付
け

て
い
く
こ
と
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
こ

れ
ら
の
取
り
組
み
を
通
じ
て
、
地
域
づ

く
り
、
ま
ち
づ
く
り
へ
と
つ
な
げ
て
い

き
た
い
。

　

前
述
し
た
と
お
り
、
東
西
軸
を
成
す

新
東
名
高
速
道
路
や
新
た
な
南
北
軸

と
し
て
期
待
さ
れ
る
三
遠
南
信
自
動

車
道
の
整
備
が
今
ま
さ
に
進
ん
で
い

る
。
ま
た
、
本
市
で
は
三
遠
南
信
地
域

（
愛
知
県
東
三
河
地
域
、
長
野
県
南
信

州
地
域
、
静
岡
県
遠
州
地
域
）
の
自
治

体
の
広
域
連
携
に
よ
り
、
三
遠
南
信
地

域
連
携
ビ
ジ
ョ
ン
推
進
会
議
を
設
置

し
、
県
境
を
越
え
た
交
流
の
推
進
と
一

体
的
な
圏
域
の
発
展
を
目
指
す
取
り

組
み
も
推
進
し
て
い
る
。
本
市
の
取
り

組
み
が
、
新
た
な
街
道
の
整
備
と
相

ま
っ
て
、
新
た
な
交
流
を
生
み
、
新
た

な
歴
史
と
文
化
を
創
造
し
て
い
く
こ

と
を
期
待
す
る
。
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秋
葉
信
仰
の
お
こ
り
は
、
奈
良
時
代

の
末
か
ら
平
安
時
代
の
は
じ
め
の
こ
ろ

に
、
秋
葉
寺
の
前
身
で
あ
る
大
登
山
霊
雲

院
が
創
建
さ
れ
た
の
が
始
ま
り
と
さ
れ
て

い
る
。
や
が
て
、
嵯
峨
天
皇
の
命
に
よ
り

七
堂
伽
藍
が
建
立
さ
れ
て
、
秋
葉
山
秋
葉

寺
と
改
名
。
そ
の
後
の
修
験
道
の
広
ま
り

に
よ
っ
て
、
修
験
道
の
道
場
と
も
な
っ
て

い
っ
た
。
さ
ら
に
、
江
戸
中
期
以
降
に
は
、

秋
葉
講
に
よ
り
秋
葉
信
仰
が
全
国
的
に
広

ま
っ
た
。

　
秋
葉
山
へ
の
参
詣
路
は
、
浜
松
か
ら
入

る
道
の
ほ
か
、
東
海
道
掛
川
、
袋
井
か
ら

通
じ
る
道
も
あ
っ
た
。
ま
た
、
三
州
御
油

か
ら
入
り
、
本
坂
峠
を
越
え
気
賀
の
関
所

を
通
っ
て
秋
葉
山
に
到
る
道
と
、
三
河
の

新
城
・
大
野
を
経
て
舞
木
峠
や

峰
峠
を
越
え
て
遠
州
に
入
る
道
、

お
よ
び
信
州
八
重
河
内
か
ら
南

下
し
、
青
崩
峠
を
越
え
て
秋
葉

山
に
到
る
道
や
、
奥
三
河
・
信

州
か
ら
浦
川
を
経
て
秋
葉
に
到

る
道
な
ど
、
三
方
、
四
方
か
ら

通
じ
て
い
た
と
さ
れ
る
。

一
口
メ
モ

秋葉街道

火
防
の
神“
秋
葉
山
”と
全
国
を
結
ん
だ
信
仰
の
道

企
画
協
力: 

全
国
街
道
交
流
会
議
「
街
道
交
流
首
長
会
」


